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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ れ る 人 工 衛 星 に 搭 載 さ れ る 監 視 装 置 で あ り 、
　 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 人 工 衛 星 の 投 入 の た め の 打 ち 上 げ 時 に 監 視 用 の 開 口 部 を 覆 い  
、 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 人 工 衛 星 の 投 入 後 に 展 開 し て 前 記 開 口 部 を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す  
る 開 口 カ バ ー
を 備 え 、
夜 間 に お い て 、 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 が 始 ま る 前 に 前 記 監 視 装 置 が 指 向 方 向 を 東 側  
に 移 動 し て 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 し 、 地 球 の 遮 蔽 が 始 ま っ て か ら 前 記 監 視 装  
置 が 指 向 方 向 を 西 側 に 移 動 し て 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 す る こ と に よ っ て 、 前  
記 開 口 カ バ ー の 遮 蔽 効 果 と 地 球 の 遮 蔽 効 果 を 両 用 し て 夜 間 の 連 続 監 視 を 行 う
監 視 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ れ 静 止 軌 道 よ り 低 い 軌 道 を 周 回 す る 人 工 衛 星 に 搭 載 さ れ る 監 視 装  
置 で あ り 、
　 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 人 工 衛 星 の 投 入 の た め の 打 ち 上 げ 時 に 監 視 用 の 開 口 部 を 覆 い  
、 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 人 工 衛 星 の 投 入 後 に 展 開 し て 前 記 開 口 部 を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す  
る 開 口 カ バ ー
を 備 え 、
夜 間 に お い て 、 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 が 始 ま る 前 に 前 記 監 視 装 置 が 指 向 方 向 を 東 側  

請求項の数　21　（全17頁）
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に 移 動 し て 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 し 、 地 球 の 遮 蔽 が 始 ま っ て か ら 前 記 監 視 装  
置 が 指 向 方 向 を 西 側 に 移 動 し て 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 す る
監 視 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 開 口 カ バ ー が 、 前 記 打 ち 上 げ 時 に 折 り 畳 ま れ て お り 、 前 記 投 入 後 に 展 開 に よ っ て 光  
軸 方 向 に お け る 前 記 開 口 部 か ら の 長 さ が 前 記 開 口 部 の 開 口 径 の ２ 倍 以 上 ま た は 前 記 開 口 径  
の ２ ． ３ 倍 以 上 に な る
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 開 口 カ バ ー が 、 連 結 さ れ た ２ 枚 以 上 の 板 ま た は フ レ ー ム に 取 り 付 け ら れ た 膜 で 構 成  
さ れ る
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 展 開 後 の 前 記 開 口 カ バ ー を 前 記 開 口 部 の 縁 に 沿 っ て 光 軸 回 り に 動 か す 回 動 装 置 を 備 え る  
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 監 視 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
赤 道 軌 道 上 空 の 高 度 約 ９ ３ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル ま で 降 下 し て 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ れ る 人 工  
衛 星 に 搭 載 さ れ る 監 視 装 置 で あ り 、
　 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 人 工 衛 星 の 投 入 の た め の 打 ち 上 げ 時 に 監 視 用 の 開 口 部 を 覆 い  
、 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 人 工 衛 星 の 投 入 後 に 展 開 し て 前 記 開 口 部 を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す  
る 開 口 カ バ ー と 、
　 回 動 装 置 と 、
を 備 え 、
　 前 記 開 口 カ バ ー が 、 連 結 さ れ た ２ 枚 以 上 の 板 ま た は フ レ ー ム に 取 り 付 け ら れ た 膜 で 構 成  
さ れ 、 前 記 打 ち 上 げ 時 に 折 り 畳 ま れ て お り 、 前 記 投 入 後 に 展 開 に よ っ て 光 軸 方 向 に お け る  
前 記 開 口 部 か ら の 長 さ が 前 記 開 口 部 の 開 口 径 の ２ 倍 以 上 ま た は 前 記 開 口 径 の ２ ． ３ 倍 以 上  
に な り 、
　 前 記 回 動 装 置 が 、 展 開 後 の 前 記 開 口 カ バ ー を 前 記 開 口 部 の 縁 に 沿 っ て 光 軸 回 り に 動 か す
こ と に よ り 、
前 記 監 視 装 置 の 指 向 方 向 を 東 西 に ず ら さ な く て も 継 続 的 な 夜 間 監 視 を 行 う こ と を 可 能 と す る
監 視 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
監 視 装 置 が 搭 載 さ れ 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ れ る 監 視 衛 星 で あ り 、
　 前 記 監 視 装 置 が 、 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 監 視 衛 星 の 投 入 の た め の 打 ち 上 げ 時 に 監 視  
用 の 開 口 部 を 覆 い 、 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 監 視 衛 星 の 投 入 後 に 展 開 し て 前 記 開 口 部 を  
太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る 開 口 カ バ ー を 備 え 、
夜 間 に お い て 、 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 が 始 ま る 前 に 前 記 監 視 装 置 が 指 向 方 向 を 東 側  
に 移 動 し て 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 し 、 地 球 の 遮 蔽 が 始 ま っ て か ら 前 記 監 視 装  
置 が 指 向 方 向 を 西 側 に 移 動 し て 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 す る こ と に よ っ て 、 前  
記 開 口 カ バ ー の 遮 蔽 効 果 と 地 球 の 遮 蔽 効 果 を 両 用 し て 夜 間 の 連 続 監 視 を 行 う
監 視 衛 星 。
【 請 求 項 ８ 】
監 視 装 置 が 搭 載 さ れ 静 止 軌 道 よ り 低 い 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ れ る 監 視 衛 星 で あ り 、
　 前 記 監 視 装 置 が 、 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 監 視 衛 星 の 投 入 の た め の 打 ち 上 げ 時 に 監 視  
用 の 開 口 部 を 覆 い 、 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 監 視 衛 星 の 投 入 後 に 展 開 し て 前 記 開 口 部 を  
太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る 開 口 カ バ ー を 備 え 、
夜 間 に お い て 、 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 が 始 ま る 前 に 前 記 監 視 装 置 が 指 向 方 向 を 東 側  
に 移 動 し て 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 し 、 地 球 の 遮 蔽 が 始 ま っ て か ら 前 記 監 視 装  
置 が 指 向 方 向 を 西 側 に 移 動 し て 前 記 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 す る
監 視 衛 星 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 開 口 カ バ ー が 、 前 記 打 ち 上 げ 時 に 折 り 畳 ま れ て お り 、 前 記 投 入 後 に 展 開 に よ っ て 光  
軸 方 向 に お け る 前 記 開 口 部 か ら の 長 さ が 前 記 開 口 部 の 開 口 径 の ２ 倍 以 上 ま た は 前 記 開 口 部  
の 開 口 径 の ２ ． ３ 倍 以 上 に な る
請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 開 口 カ バ ー が 、 連 結 さ れ た ２ 枚 以 上 の 板 ま た は フ レ ー ム に 取 り 付 け ら れ た 膜 で 構 成  
さ れ る
請 求 項 ７ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 展 開 後 の 前 記 開 口 カ バ ー を 前 記 開 口 部 の 縁 に 沿 っ て 光 軸 回 り に 動 か す 回 動 装 置 を 備 え る  
請 求 項 ７ か ら 請 求 項 １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 監 視 衛 星 は 、 前 記 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ れ た 後 に 対 象 地 域 の 上 空 を 飛 翔 し 、
　 前 記 開 口 カ バ ー が 、 展 開 に よ っ て 光 軸 方 向 に お け る 前 記 開 口 部 か ら の 長 さ が 前 記 開 口 部  
の 開 口 径 の ２ 倍 以 上 に な り 、
　 前 記 監 視 装 置 は 、 前 記 開 口 カ バ ー が 展 開 さ れ た 状 態 で 、 前 記 対 象 地 域 に お け る 標 準 時 で  
１ 時 ４ ６ 分 か ら ２ ２ 時 １ ４ 分 ま で の 間 に 前 記 対 象 地 域 を 監 視 す る
請 求 項 ７ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 監 視 衛 星 は 、 前 記 監 視 装 置 の 指 向 方 向 を 変 更 す る 指 向 変 更 機 構 を 備 え 、
　 前 記 指 向 変 更 機 構 が 、 前 記 標 準 時 に お け る ２ ２ 時 １ ４ 分 か ら １ 時 ４ ６ 分 ま で 、 前 記 監 視  
装 置 の 指 向 方 向 を 地 心 方 向 か ら ず ら す こ と に よ っ て 、 前 記 開 口 部 を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 監 視 衛 星 は 、 前 記 開 口 カ バ ー の 状 態 を 制 御 す る カ バ ー 制 御 機 構 を 備 え 、
　 前 記 カ バ ー 制 御 機 構 が 、 前 記 標 準 時 に お け る ２ ２ 時 １ ４ 分 か ら １ 時 ４ ６ 分 ま で 、 前 記 開  
口 カ バ ー で 前 記 開 口 部 を 覆 う こ と に よ っ て 、 前 記 開 口 部 を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 監 視 衛 星 は 、 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ れ た 後 に 対 象 地 域 の 上 空 を 飛 翔 し 、
　 前 記 開 口 カ バ ー が 、 展 開 に よ っ て 光 軸 方 向 に お け る 前 記 開 口 部 か ら の 長 さ が 前 記 開 口 部  
の 開 口 径 の ２ ． ３ 倍 以 上 に な り 、
　 前 記 監 視 装 置 は 、 前 記 開 口 カ バ ー が 展 開 さ れ た 状 態 で 、 前 記 対 象 地 域 に お け る 標 準 時 で  
１ 時 ３ ４ 分 か ら ２ ２ 時 ２ ６ 分 ま で の 間 に 前 記 対 象 地 域 を 監 視 す る
請 求 項 ７ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 監 視 衛 星 は 、 前 記 監 視 装 置 の 指 向 方 向 を 変 更 す る 指 向 変 更 機 構 を 備 え 、
　 前 記 指 向 変 更 機 構 が 、 前 記 標 準 時 に お け る ２ ２ 時 ２ ６ 分 か ら １ 時 ３ ４ 分 ま で 、 前 記 監 視  
装 置 の 指 向 方 向 を 地 心 方 向 か ら 変 更 す る こ と に よ っ て 、 前 記 開 口 部 を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る  
請 求 項 １ ５ に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 監 視 衛 星 は 、 前 記 開 口 カ バ ー の 状 態 を 制 御 す る カ バ ー 制 御 機 構 を 備 え 、
　 前 記 カ バ ー 制 御 機 構 が 、 前 記 標 準 時 に お け る ２ ２ 時 ２ ６ 分 か ら １ 時 ３ ４ 分 ま で 、 前 記 開  
口 カ バ ー で 前 記 開 口 部 を 覆 う こ と に よ っ て 、 前 記 開 口 部 を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る
請 求 項 １ ５ に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 赤 道 上 空 軌 道 の 半 径 が １ ６ ０ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル 以 下 で あ り 、
　 前 記 開 口 カ バ ー が 、 展 開 に よ っ て 光 軸 方 向 に お け る 前 記 開 口 部 か ら の 長 さ が 前 記 開 口 部  
の 開 口 径 の ２ ． ３ 倍 以 上 に な る
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請 求 項 ７ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 監 視 衛 星 は 、 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ れ た 後 に 対 象 地 域 の 上 空 を 飛 翔 し 、
　 前 記 赤 道 上 空 軌 道 が 、 楕 円 軌 道 で あ り 、
　 前 記 赤 道 上 空 軌 道 の 近 地 点 が 、 前 記 対 象 地 域 の 夏 至 と 前 記 対 象 地 域 の 冬 至 と の そ れ ぞ れ  
で 太 陽 か ら 見 て 地 球 の 裏 側 に 位 置 し 、
　 前 記 赤 道 上 空 軌 道 の 軌 道 高 度 が 、 前 記 近 地 点 に お い て １ ６ ０ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル 以 下 で あ る
請 求 項 ７ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 監 視 衛 星 は 、 前 記 監 視 衛 星 の 速 度 を 調 整 す る 推 進 装 置 を 備 え 、
　 前 記 推 進 装 置 が 、 前 記 監 視 衛 星 の 速 度 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 前 記 赤 道 上 空 軌 道 の 前  
記 近 地 点 を 前 記 夏 至 と 前 記 冬 至 と の そ れ ぞ れ に 太 陽 か ら 見 て 地 球 の 裏 側 に 位 置 さ せ る
請 求 項 １ ９ に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 監 視 衛 星 は 、 前 記 監 視 装 置 の 指 向 方 向 を 変 更 す る 指 向 変 更 機 構 を 備 え 、 対 象 地 域 の  
上 空 を 飛 翔 し 、
　 前 記 赤 道 上 空 軌 道 が 、 静 止 軌 道 以 外 の 円 軌 道 で あ り 、
　 前 記 指 向 変 更 機 構 が 、 前 記 対 象 地 域 に お け る 標 準 時 の ２ ３ 時 か ら 太 陽 光 が 前 記 開 口 部 に  
入 射 す る 時 刻 ま で の 間 に 前 記 指 向 方 向 を 地 心 方 向 か ら 東 側 に 動 か し 、 地 球 が 前 記 開 口 部 を  
太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る 時 刻 の 後 に 前 記 指 向 方 向 を 西 側 に 動 か し 、 前 記 指 向 方 向 が 前 記 開 口 部  
に 太 陽 光 が 入 射 し な い 角 度 ま で 移 動 し た 後 に 前 記 指 向 方 向 を 前 記 地 心 方 向 に 戻 す
請 求 項 ７ か ら 請 求 項 １ １ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 監 視 衛 星 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 人 工 衛 星 に よ る 赤 外 監 視 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 高 分 解 能 イ メ ー ジ ャ が 搭 載 さ れ た 静 止 観 測 衛 星 に お い て 、 可 視 監 視 装 置 と 赤 外 監 視 装 置  
の 搭 載 が 求 め ら れ て い る 。
　 赤 外 監 視 装 置 に よ っ て 夜 間 監 視 を 実 施 す る 場 合 、 直 径 ３ ． ６ メ ー ト ル 超 の 大 口 径 の 開 口  
部 に 太 陽 光 が 入 射 し て 温 度 が 上 昇 す る こ と が 障 害 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 地 球 全 球 面 内 に お け る 特 定 緯 度 の 地 域 を 少 な い 機 数 で 網 羅 的 に 監 視 す る  
た め に 、 赤 外 セ ン サ を 備 え る 監 視 衛 星 を 開 示 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 許 ４ ９ ４ ６ ３ ９ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 は 、 監 視 衛 星 に 搭 載 さ れ た 監 視 装 置 の 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 で き る よ う  
に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の 監 視 装 置 は 、
　 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ れ る 人 工 衛 星 に 搭 載 さ れ る 監 視 装 置 で あ り 、
　 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 人 工 衛 星 の 投 入 の た め の 打 ち 上 げ 時 に 監 視 用 の 開 口 部 を 覆 い  
、 前 記 赤 道 上 空 軌 道 へ の 前 記 人 工 衛 星 の 投 入 後 に 展 開 し て 前 記 開 口 部 を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す  
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る 開 口 カ バ ー を 備 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 監 視 衛 星 に 搭 載 さ れ た 監 視 装 置 の 開 口 部 へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 す る  
こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 構 成 図 。
【 図 ２ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 監 視 装 置 １ １ ０ の 構 成 図 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 監 視 装 置 １ １ ０ の 構 成 図 。
【 図 ４ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 監 視 装 置 １ １ ０ と 太 陽 光 の 関 係 図 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 １ に お け る 監 視 装 置 １ １ ０ と 太 陽 光 の 関 係 図 。
【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 ２ に お け る 軌 道 面 １ ０ ４ の 関 係 図 。
【 図 ７ 】 実 施 の 形 態 ２ に お け る 監 視 装 置 １ １ ０ と 太 陽 光 の 関 係 図 。
【 図 ８ 】 実 施 の 形 態 ３ に お け る 監 視 装 置 １ １ ０ と 太 陽 光 の 関 係 図 。
【 図 ９ 】 実 施 の 形 態 ４ に お け る 監 視 装 置 １ １ ０ と 太 陽 光 の 関 係 図 。
【 図 １ ０ 】 実 施 の 形 態 ５ に お け る 軌 道 １ ０ ３ と 監 視 時 間 帯 の 関 係 図 。
【 図 １ １ 】 実 施 の 形 態 ５ に お け る 軌 道 １ ０ ３ と 監 視 時 間 帯 の 関 係 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 実 施 の 形 態 お よ び 図 面 に お い て 、 同 じ 要 素 ま た は 対 応 す る 要 素 に は 同 じ 符 号 を 付 し て い  
る 。 説 明 し た 要 素 と 同 じ 符 号 が 付 さ れ た 要 素 の 説 明 は 適 宜 に 省 略 ま た は 簡 略 化 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 実 施 の 形 態 １ ．
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ に つ い て 、 図 １ か ら 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
＊ ＊ ＊ 構 成 の 説 明 ＊ ＊ ＊
　 図 １ に 基 づ い て 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 構 成 を 説 明 す る 。
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 地 球 を 監 視 す る た め の 人 工 衛 星 で あ る 。
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 監 視 装 置 １ １ ０ と 推 進 装 置 １ ２ １ と 姿 勢 制 御 装 置 １ ２ ２ と 通 信 装 置  
１ ２ ３ と 衛 星 制 御 装 置 １ ２ ４ と 電 源 装 置 １ ２ ５ な ど を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 地 域 お よ び 物 体 を 監 視 す る た め の 装 置 で あ る 。 具 体 的 に は 、 監 視 装  
置 １ １ ０ は 、 赤 外 線 を 利 用 す る 監 視 装 置 （ 赤 外 監 視 装 置 ） で あ る 。 但 し 、 監 視 装 置 １ １ ０  
は 、 可 視 光 を 利 用 す る 監 視 装 置 （ 可 視 監 視 装 置 ） で あ っ て も よ い 。 ま た 、 監 視 衛 星 １ ０ ０  
は 、 赤 外 監 視 装 置 と 可 視 監 視 装 置 と の 両 方 を 備 え て も よ い 。
　 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 駆 動 ミ ラ ー な ど を 利 用 し た ポ イ ン テ ィ ン グ 機 構 を 備 え る 。 ポ イ ン テ  
ィ ン グ 機 構 は 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 視 線 方 向 を 監 視 対 象 へ 向 け る た め の 機 構 で あ る 。
　 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 監 視 デ ー タ を 生 成 す る 。 監 視 デ ー タ は 、 監 視 対 象 が 映 っ た 画 像 に 相  
当 す る デ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 推 進 装 置 １ ２ １ は 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ に 推 進 力 を 与 え る 装 置 で あ り 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 速  
度 を 変 化 さ せ る 。 具 体 的 に は 、 推 進 装 置 １ ２ １ は 電 気 推 進 機 で あ る 。 例 え ば 、 推 進 装 置 １  
２ １ は 、 イ オ ン エ ン ジ ン ま た は ホ ー ル ス ラ ス タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 姿 勢 制 御 装 置 １ ２ ２ は 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 姿 勢 と 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 角 速 度 と い っ た 姿 勢  
要 素 を 制 御 す る た め の 装 置 で あ る 。
　 姿 勢 制 御 装 置 １ ２ ２ は 、 各 姿 勢 要 素 を 所 望 の 方 向 に 変 化 さ せ る 。 も し く は 、 姿 勢 制 御 装  
置 １ ２ ２ は 、 各 姿 勢 要 素 を 所 望 の 方 向 に 維 持 す る 。 姿 勢 制 御 装 置 １ ２ ２ は 、 姿 勢 セ ン サ と  
ア ク チ ュ エ ー タ と コ ン ト ロ ー ラ と を 備 え る 。 姿 勢 セ ン サ は 、 ジ ャ イ ロ ス コ ー プ 、 地 球 セ ン  
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サ 、 太 陽 セ ン サ 、 ス タ ー ・ ト ラ ッ カ 、 ス ラ ス タ お よ び 磁 気 セ ン サ な ど で あ る 。 ア ク チ ュ エ  
ー タ は 、 姿 勢 制 御 ス ラ ス タ 、 モ ー メ ン タ ム ホ イ ー ル 、 リ ア ク シ ョ ン ホ イ ー ル お よ び コ ン ト  
ロ ー ル ・ モ ー メ ン ト ・ ジ ャ イ ロ 等 で あ る 。 コ ン ト ロ ー ラ は 、 姿 勢 セ ン サ の 計 測 デ ー タ ま た  
は 地 上 シ ス テ ム か ら の 各 種 コ マ ン ド に し た が っ て 、 ア ク チ ュ エ ー タ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 通 信 装 置 １ ２ ３ は 、 地 上 シ ス テ ム ま た は 他 の 人 工 衛 星 と 通 信 す る た め の 通 信 装 置 で あ る  
。 例 え ば 、 通 信 装 置 １ ２ ３ は 、 地 上 シ ス テ ム か ら 各 種 コ マ ン ド を 受 信 す る 。 ま た 、 通 信 装  
置 １ ２ ３ は 、 監 視 装 置 １ １ ０ に よ っ て 得 ら れ る 監 視 デ ー タ を 地 上 シ ス テ ム に 送 信 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 衛 星 制 御 装 置 １ ２ ４ は 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 各 装 置 を 制 御 す る コ ン ピ ュ ー タ で あ り 、 処 理  
回 路 を 備 え る 。 例 え ば 、 衛 星 制 御 装 置 １ ２ ４ は 、 地 上 シ ス テ ム か ら 送 信 さ れ る 各 種 コ マ ン  
ド に し た が っ て 、 各 装 置 を 制 御 す る 。
　 処 理 回 路 は 、 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア で あ っ て も よ い し 、 メ モ リ に 格 納 さ れ る プ ロ グ ラ ム を  
実 行 す る プ ロ セ ッ サ で あ っ て も よ い 。
　 処 理 回 路 に お い て 、 一 部 の 機 能 が 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア で 実 現 さ れ て 、 残 り の 機 能 が ソ フ  
ト ウ ェ ア ま た は フ ァ ー ム ウ ェ ア で 実 現 さ れ て も よ い 。 つ ま り 、 処 理 回 路 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア  
、 ソ フ ト ウ ェ ア 、 フ ァ ー ム ウ ェ ア ま た は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で 実 現 す る こ と が で き る 。
　 専 用 の ハ ー ド ウ ェ ア は 、 例 え ば 、 単 一 回 路 、 複 合 回 路 、 プ ロ グ ラ ム 化 し た プ ロ セ ッ サ 、  
並 列 プ ロ グ ラ ム 化 し た プ ロ セ ッ サ 、 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ 、 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ ま た は こ れ ら の 組 み 合 わ せ で あ る 。
　 Ａ Ｓ Ｉ Ｃ は 、 Ａ ｐ ｐ ｌ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ   Ｓ ｐ ｅ ｃ ｉ ｆ ｉ ｃ   Ｉ ｎ ｔ ｅ ｇ ｒ ａ ｔ ｅ ｄ   Ｃ ｉ  
ｒ ｃ ｕ ｉ ｔ の 略 称 で あ る 。
　 Ｆ Ｐ Ｇ Ａ は 、 Ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ   Ｐ ｒ ｏ ｇ ｒ ａ ｍ ｍ ａ ｂ ｌ ｅ   Ｇ ａ ｔ ｅ   Ａ ｒ ｒ ａ ｙ の 略 称 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 電 源 装 置 １ ２ ５ は 、 太 陽 電 池 、 バ ッ テ リ お よ び 電 力 制 御 装 置 な ど を 備 え 、 監 視 装 置 １ １  
０ の 各 装 置 に 電 力 を 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 指 向 変 更 機 構 を 備 え る 。
　 指 向 変 更 機 構 は 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 指 向 方 向 を 変 更 す る た め の 機 構 で あ る 。
　 具 体 的 に は 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 姿 勢 制 御 装 置 １ ２ ２ お よ び 監 視 装 置 １ １ ０ の ポ イ ン テ ィ  
ン グ 機 構 が 指 向 変 更 機 構 と し て 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ に 基 づ い て 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 構 成 を 説 明 す る 。
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 円 柱 状 の 本 体 １ １ １ を 備 え る 。
　 本 体 １ １ １ は 、 監 視 の た め の 開 口 部 １ １ ２ を 有 す る 。
　 開 口 部 １ １ ２ は 、 開 口 径 Ｄ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 開 口 部 １ １ ２ の 縁 に 取 り 付 け ら れ る 開 口 カ バ ー １ １ ３ を 備 え る 。
　 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 状 態 は 変 化 す る 。 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 折 り 畳 ま れ た 状 態 を 「 収 納 状  
態 」 と 称 す る 。 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 展 開 さ れ た 状 態 を 「 展 開 状 態 」 と 称 す る 。
　 収 納 状 態 に お い て 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ は 開 口 部 １ １ ２ を 覆 う 。 こ れ に よ り 、 開 口 部 １ １  
２ が 保 護 さ れ る 。 ま た 、 開 口 部 １ １ ２ が 遮 光 さ れ る 。
　 展 開 状 態 に お い て 、 開 口 部 １ １ ２ は 、 光 軸 方 向 に お け る 開 口 部 １ １ ２ か ら の 長 さ Ｌ が 開  
口 径 Ｄ の ２ 倍 以 上 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 監 視 装 置 １ １ ０ ま た は 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 状 態 を 制 御 す る カ バ ー 制  
御 機 構 を 備 え る 。
　 カ バ ー 制 御 機 構 は 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ を 収 納 状 態 か ら 展 開 状 態 に 変 更 す る こ と が で き る  
。 ま た 、 カ バ ー 制 御 機 構 は 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ を 展 開 状 態 か ら 収 納 状 態 に 変 更 す る こ と が  
で き る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 開 口 カ バ ー １ １ ３ は 、 連 結 さ れ た ２ 枚 以 上 の 板 ま た は フ レ ー ム に 取 り 付 け ら れ た 膜 で 構  
成 さ れ る 。
　 開 口 カ バ ー １ １ ３ が ２ 枚 以 上 の 板 で 構 成 さ れ る 場 合 、 カ バ ー 制 御 機 構 は 、 各 連 結 部 分 を  
屈 伸 さ せ る こ と に よ っ て 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 状 態 を 変 化 さ せ る 。
　 開 口 カ バ ー １ １ ３ が フ レ ー ム に 取 り 付 け ら れ た 膜 で 構 成 さ れ る 場 合 、 カ バ ー 制 御 機 構 は  
、 フ レ ー ム を 屈 伸 さ せ る こ と に よ っ て 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 状 態 を 変 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 開 口 カ バ ー １ １ ３ を 構 成 す る ２ 枚 以 上 の 板 ま た は 膜 は 遮 光 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ を 開 口 部 １ １ ２ の 縁 に 沿 っ て  
光 軸 回 り に 動 か す 回 動 装 置 １ １ ４ を 備 え る 。
　 回 動 装 置 １ １ ４ は 開 口 部 １ １ ２ の 縁 に 設 け ら れ 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ は 回 動 装 置 １ １ ４ に  
取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
＊ ＊ ＊ 動 作 の 説 明 ＊ ＊ ＊
　 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 収 納 状 態 で 、 監 視 装 置 １ １ ０ が 監 視 衛 星 １ ０ ０ に 搭 載 さ れ る 。 監 視  
衛 星 １ ０ ０ は ロ ケ ッ ト に 搭 載 さ れ る 。
　 収 納 状 態 の 開 口 カ バ ー １ １ ３ は 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 開 口 部 １ １ ２ を 覆 っ て 開 口 部 １ １ ２  
を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ロ ケ ッ ト が 打 ち 上 げ ら れ 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 ロ ケ ッ ト に よ っ て 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ  
れ る 。
　 赤 道 上 空 軌 道 は 赤 道 上 空 の 軌 道 で あ る 。 具 体 的 な 赤 道 上 空 軌 道 は 静 止 軌 道 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ が 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ れ た 後 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 開 口 カ バ ー １ １ ３ が  
収 納 状 態 か ら 展 開 状 態 に 変 化 す る 。
　 そ し て 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 監 視 装 置 １ １ ０ の 開 口 部 １ １ ２ を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る 。
　 こ れ に よ り 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 開 口 部 １ １ ２ へ の 太 陽 光 の 入 射 が 回 避 さ れ 、 監 視 装 置 １  
１ ０ に よ る 監 視 の 精 度 が 向 上 す る 。 具 体 的 に は 、 赤 外 検 知 方 式 の 監 視 装 置 １ １ ０ に よ っ て  
計 測 さ れ る 温 度 の 精 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 赤 道 上 空 軌 道 に 投 入 さ れ た 後 に 対 象 地 域 の 上 空 を 飛 翔 す る 。
　 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 地 心 方 向 を 指 向 し て 対 象 地 域 を 監 視 す る 。 地 心 方 向 は 、 地 球 の 中 心  
へ の 方 向 を 意 味 す る 。
　 対 象 地 域 は 、 監 視 の 対 象 と な る 地 域 で あ る 。 対 象 地 域 の 具 体 例 は 日 本 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 遮 蔽 時 間 帯 に 対 象 地 域 を 監 視 す る 。
　 遮 蔽 時 間 帯 は 、 対 象 地 域 に お け る 標 準 時 で 当 日 の １ 時 ４ ６ 分 か ら 当 日 の ２ ２ 時 １ ４ 分 ま  
で の 時 間 帯 で あ る 。
　 遮 蔽 時 間 帯 に は 、 地 球 １ ０ ２ ま た は 開 口 カ バ ー １ １ ３ に よ っ て 、 開 口 部 １ １ ２ が 太 陽 光  
か ら 遮 蔽 さ れ る 。
　 そ の た め 、 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 遮 蔽 時 間 帯 に 対 象 地 域 を 監 視 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 遮 蔽 時 間 帯 以 外 の 時 間 帯 を 「 非 遮 蔽 時 間 帯 」 と 称 す る 。
　 非 遮 蔽 時 間 帯 は 、 対 象 地 域 に お け る 標 準 時 で 当 日 の ２ ２ 時 １ ４ 分 か ら 翌 日 の １ 時 ４ ６ 分  
ま で の 時 間 帯 で あ る 。
　 非 遮 蔽 時 間 帯 に は 、 地 球 １ ０ ２ お よ び 開 口 カ バ ー １ １ ３ に よ っ て 、 開 口 部 １ １ ２ が 太 陽  
光 か ら 遮 蔽 さ れ な い 。
　 そ の た め 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 指 向 変 更 機 構 が 、 非 遮 蔽 時 間 帯 に 監 視 装 置 １ １ ０ の 指 向 方  
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向 を 地 心 方 向 か ら ず ら す 。 ま た は 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の カ バ ー 制 御 機 構 が 、 非 遮 蔽 時 間 帯 に  
開 口 カ バ ー １ １ ３ を 動 か し て 開 口 カ バ ー １ １ ３ で 開 口 部 １ １ ２ を 覆 う 。 こ れ に よ り 、 非 遮  
蔽 時 間 帯 に 開 口 部 １ １ ２ が 太 陽 光 か ら 遮 蔽 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
＊ ＊ ＊ 実 施 の 形 態 １ の 特 徴 お よ び 効 果 ＊ ＊ ＊
　 図 ４ に 基 づ い て 、 実 施 の 形 態 １ の 特 徴 お よ び 効 果 を 説 明 す る 。
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 図 示 は 省 略 し て い る 。
　 矢 印 付 き の 直 線 状 の 破 線 は 、 太 陽 １ ０ １ が 放 つ 光 （ 太 陽 光 ） を 表 し て い る 。 太 陽 光 の 一  
部 は 地 球 １ ０ ２ に よ っ て 遮 蔽 さ れ る 。
　 軌 道 １ ０ ３ は 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 軌 道 、 す な わ ち 赤 道 上 空 軌 道 を 表 し て い る 。 監 視 衛 星  
１ ０ ０ は 軌 道 １ ０ ３ を 周 回 す る 。
　 軌 道 １ ０ ３ の 各 地 点 に は 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ が 通 過 す る 時 刻 を 対 象 地 域 に お け る 標 準 時 で  
記 し て い る 。
　 地 球 １ ０ ２ の 中 央 の 黒 丸 は 、 北 極 を 表 し て い る 。
　 「 ｒ 」 は 、 地 球 １ ０ ２ の 半 径 を 意 味 す る 。
　 「 Ｒ 」 は 、 軌 道 １ ０ ３ の 軌 道 半 径 を 意 味 す る 。
　 「 θ 」 お よ び 「 φ 」 は 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 光 軸 に 対 す る 太 陽 光 の 入 射 角 を 意 味 す る 。
　 「 Ｔ 」 は 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ が 入 射 角 φ に 相 当 す る 角 度 を 移 動 す る た め に 要 す る 時 間 を 意  
味 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 赤 外 検 知 方 式 で 温 度 測 定 が で き る 。
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ が 軌 道 １ ０ ３ か ら 監 視 装 置 １ １ ０ に よ っ て 夜 間 監 視 を 行 う 場 合 、 開 口 カ  
バ ー １ １ ３ が 無 い と 、 太 陽 光 が 入 射 し て 開 口 部 １ １ ２ の 温 度 が 上 昇 し て し ま う 。
　 し か し 、 監 視 装 置 １ １ ０ は 開 口 カ バ ー １ １ ３ を 備 え る 。 そ し て 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 、  
打 ち 上 げ 時 に 開 口 部 １ １ ２ の 保 護 カ バ ー と し て 機 能 す る と 共 に 、 監 視 時 に 開 口 部 １ １ ２ を  
太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る 遮 蔽 板 と し て 機 能 す る 。 こ れ に よ り 、 開 口 部 １ １ ２ の 温 度 が 一 定 に 保  
た れ 、 監 視 精 度 の 劣 化 が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 開 口 カ バ ー １ １ ３ は 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 光 軸 方 向 に お い て 長 さ Ｌ に 展 開 さ れ る 。
　 長 さ Ｌ が 開 口 部 １ １ ２ の 開 口 径 Ｄ に 対 し て Ｄ ／ ｔ ａ ｎ θ 以 上 で あ れ ば 、 監 視 装 置 １ １ ０  
が 地 心 方 向 を 指 向 し た 状 態 に お い て 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 遮 蔽 効 果 に よ っ て 開 口 部 １ １ ２  
へ の 太 陽 光 の 入 射 が 回 避 さ れ る 。 そ の た め 、 夜 間 監 視 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 展 開 時 の 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 長 さ Ｌ が 開 口 部 １ １ ２ の 開 口 径 Ｄ の ２ 倍 で あ る 場 合 、 太 陽  
光 の 入 射 角 θ が ２ ６ ． ５ 度 以 上 で あ れ ば 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ は 開 口 部 １ １ ２ を 太 陽 光 か ら  
遮 蔽 で き る 。
　 開 口 カ バ ー １ １ ３ は 折 り 畳 み 構 造 で 収 納 さ れ る た め 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 展 開 は 容 易 で  
あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 監 視 装 置 １ １ ０ が 開 口 カ バ ー １ １ ３ と は 異 な る 遮 蔽 構 造 物 を 備 え 、 遮 蔽 構 造 物 が 開 口 部  
１ １ ２ か ら 延 長 さ れ た 円 筒 状 の 構 造 を 有 す る 場 合 、 遮 蔽 構 造 物 の 内 部 に 太 陽 光 が 入 射 す る  
の で 、 太 陽 光 反 射 お よ び 温 度 上 昇 が 生 じ て し ま う 。
　 し か し 、 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 板 状 の 構 造 ま た は 膜 状 の 構 造 を 有 す る 開 口 カ バ ー １ １ ３ を  
備 え る 。 そ の た め 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 遮 蔽 効 果 に よ り 、 開 口 部 １ １ ２ へ の 太 陽 光 の 入 射  
が 遮 断 さ れ る 。 ま た 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 太 陽 光 に よ っ て 熱 せ ら れ て も 、 開 口 カ バ ー １ １  
３ の 熱 は 放 射 冷 却 に よ っ て 深 宇 宙 へ 排 熱 さ れ る 。 そ の た め 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 本 体 １ １ １  
に 対 す る 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 悪 影 響 は な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ が 赤 道 上 空 軌 道 を 周 回 す る の で 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 開 口 部 １ １ ２ に 対 す  
る 太 陽 光 の 入 射 方 向 が 監 視 装 置 １ １ ０ の 光 軸 回 り に 変 化 す る 。 そ の た め 、 展 開 状 態 の 開 口  
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カ バ ー １ １ ３ の 位 置 を 監 視 装 置 １ １ ０ の 光 軸 回 り に 移 動 さ せ る 必 要 が あ る 。
　 そ こ で 、 監 視 装 置 １ １ ０ が 回 動 装 置 １ １ ４ を 備 え 、 回 動 装 置 １ １ ４ が 展 開 状 態 の 開 口 カ  
バ ー １ １ ３ の 位 置 を 監 視 装 置 １ １ ０ の 光 軸 回 り に 移 動 さ せ る 。
　 こ れ に よ り 、 季 節 お よ び 時 間 帯 の 変 化 に よ っ て 太 陽 光 の 入 射 角 が 変 化 し て も 、 展 開 状 態  
の 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 開 口 部 １ １ ２ を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ に 基 づ い て 、 実 施 の 形 態 １ の 特 徴 お よ び 効 果 を 説 明 す る 。
　 地 球 １ ０ ２ の 自 転 と 同 期 す る 静 止 軌 道 で は 、 経 度 方 向 の ３ ６ ０ 度 が ２ ４ 時 間 に 相 当 す る  
。 そ し て 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 開 口 部 １ １ ２ を 遮 蔽 す る こ と が 可 能 な 太 陽 光 の 入 射 角 θ が  
２ ６ ． ５ 度 以 上 で あ り 、 ２ ６ ． ５ 度 は １ 時 間 ４ ６ 分 に 相 当 す る 。
　 そ の た め 、 当 日 の １ 時 ４ ６ 分 か ら 当 日 の ２ ２ 時 １ ４ 分 ま で の 約 ２ ０ 時 間 半 、 監 視 装 置 １  
１ ０ は 、 太 陽 光 の 入 射 に よ る 悪 影 響 を 受 け ず に 、 昼 夜 の 監 視 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 春 分 ま た は 秋 分 の 時 期 に は 、 真 夜 中 の ０ 時 前 後 に 地 球 １ ０ ２ に よ っ て 太 陽 光 が 遮  
蔽 さ れ る た め 、 監 視 装 置 １ １ ０ は 夜 間 監 視 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 赤 道 上 空 の 監 視 装 置 １ １ ０ が 地 心 方 向 を 指 向 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 監 視  
装 置 １ １ ０ が 日 本 の 北 緯 ３ ５ 度 付 近 な ど を 観 測 す る 際 に は エ レ ベ ー シ ョ ン 方 向 に オ フ セ ッ  
ト 角 が 生 じ て 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 長 さ が そ の 角 度 に 依 存 し て 変 わ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 実 施 の 形 態 ２ ．
　 展 開 時 の 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 長 さ Ｌ が 開 口 部 １ １ ２ の 開 口 径 Ｄ の ２ ． ３ 倍 以 上 で あ る 形  
態 に つ い て 、 主 に 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 点 を 図 ６ お よ び 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
＊ ＊ ＊ 構 成 の 説 明 ＊ ＊ ＊
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 構 成 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 監 視 装 置 １ １ ０ の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 構 成 と 同 様 で あ る 。
　 但 し 、 展 開 時 の 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 長 さ Ｌ は 、 開 口 部 １ １ ２ の 開 口 径 Ｄ の ２ ． ３ 倍 以 上  
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
＊ ＊ ＊ 動 作 の 説 明 ＊ ＊ ＊
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 動 作 は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 動 作 と 同 じ で あ る 。 但 し 、 監 視 装 置 １  
１ ０ は 以 下 の よ う に 動 作 す る 。
　 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 遮 蔽 時 間 帯 に 対 象 地 域 を 監 視 す る 。
　 遮 蔽 時 間 帯 は 、 対 象 地 域 に お け る 標 準 時 で 当 日 の １ 時 ３ ４ 分 か ら 当 日 の ２ ２ 時 ２ ６ 分 ま  
で の 時 間 帯 で あ る 。
　 遮 蔽 時 間 帯 に は 、 地 球 １ ０ ２ ま た は 開 口 カ バ ー １ １ ３ に よ っ て 、 開 口 部 １ １ ２ が 太 陽 光  
か ら 遮 蔽 さ れ る 。
　 そ の た め 、 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 遮 蔽 時 間 帯 に 対 象 地 域 を 監 視 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 遮 蔽 時 間 帯 以 外 の 時 間 帯 を 「 非 遮 蔽 時 間 帯 」 と 称 す る 。
　 非 遮 蔽 時 間 帯 は 、 対 象 地 域 に お け る 標 準 時 で 当 日 の ２ ２ 時 ２ ６ 分 か ら 翌 日 の １ 時 ３ ４ 分  
ま で の 時 間 帯 で あ る 。
　 非 遮 蔽 時 間 帯 に は 、 地 球 １ ０ ２ お よ び 開 口 カ バ ー １ １ ３ に よ っ て 、 開 口 部 １ １ ２ が 太 陽  
光 か ら 遮 蔽 さ れ な い 。
　 そ の た め 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 指 向 変 更 機 構 が 、 非 遮 蔽 時 間 帯 に 監 視 装 置 １ １ ０ の 指 向 方  
向 を 地 心 方 向 か ら ず ら す 。 ま た は 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の カ バ ー 制 御 機 構 が 、 非 遮 蔽 時 間 帯 に  
開 口 カ バ ー １ １ ３ を 動 か し て 開 口 カ バ ー １ １ ３ で 開 口 部 １ １ ２ を 覆 う 。 こ れ に よ り 、 非 遮  
蔽 時 間 帯 に 開 口 部 １ １ ２ が 太 陽 光 か ら 遮 蔽 さ れ る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
＊ ＊ ＊ 実 施 の 形 態 ２ の 特 徴 お よ び 効 果 ＊ ＊ ＊
　 図 ６ に 基 づ い て 、 実 施 の 形 態 ２ の 特 徴 お よ び 効 果 を 説 明 す る 。
　 二 点 鎖 線 は 、 赤 道 上 空 軌 道 の 軌 道 面 （ １ ０ ４ Ｅ ， １ ０ ４ Ｓ ， １ ０ ４ Ｗ ） を 表 し て い る 。
　 軌 道 面 １ ０ ４ Ｅ は 、 対 象 地 域 の 時 期 が 春 分 ま た は 秋 分 で あ る 場 合 の 軌 道 面 で あ る 。
　 軌 道 面 １ ０ ４ Ｓ は 、 対 象 地 域 の 時 期 が 夏 至 で あ る 場 合 の 軌 道 面 で あ る 。
　 軌 道 面 １ ０ ４ Ｗ は 、 対 象 地 域 の 時 期 が 冬 至 で あ る 場 合 の 軌 道 面 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 地 球 １ ０ ２ の 自 転 軸 が 傾 斜 し て お り 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ が 赤 道 上 空 軌 道 を 飛 翔 す る 。 そ の  
た め 、 監 視 装 置 １ １ ０ に 対 す る 太 陽 光 の 入 射 角 θ は 、 春 分 ま た は 秋 分 を 基 準 に し て 、 夏 至  
と 冬 至 に ２ ３ ． ５ 度 変 化 す る 。
　 展 開 時 の 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 長 さ Ｌ が 開 口 部 １ １ ２ の 開 口 径 Ｄ の ２ ． ３ 倍 で あ る 場 合 、  
太 陽 光 の 入 射 角 θ が ２ ３ ． ５ 度 以 上 で あ れ ば 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ は 開 口 部 １ １ ２ を 太 陽 光  
か ら 遮 蔽 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ７ に 基 づ い て 、 実 施 の 形 態 ２ の 特 徴 お よ び 効 果 を 説 明 す る 。
　 地 球 １ ０ ２ の 自 転 と 同 期 す る 静 止 軌 道 で は 、 経 度 方 向 の ３ ６ ０ 度 が ２ ４ 時 間 に 相 当 す る  
。 そ し て 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 開 口 部 １ １ ２ を 遮 蔽 す る こ と が 可 能 な 太 陽 光 の 入 射 角 θ が  
２ ３ ． ５ 度 以 上 で あ り 、 ２ ３ ． ５ 度 は １ 時 間 ３ ４ 分 に 相 当 す る 。
　 そ の た め 、 当 日 の １ 時 ３ ４ 分 か ら 当 日 の ２ ２ 時 ２ ６ 分 ま で の 約 ２ １ 時 間 、 監 視 装 置 １ １  
０ は 、 太 陽 光 の 入 射 に よ る 悪 影 響 を 受 け ず に 、 昼 夜 の 監 視 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 春 分 ま た は 秋 分 の 時 期 に は 、 真 夜 中 の ０ 時 前 後 に 地 球 １ ０ ２ に よ っ て 太 陽 光 が 遮  
蔽 さ れ る た め 、 監 視 装 置 １ １ ０ は 夜 間 監 視 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 赤 道 上 空 の 監 視 装 置 １ １ ０ が 地 心 方 向 を 指 向 す る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 監 視  
装 置 １ １ ０ が 日 本 の 北 緯 ３ ５ 度 付 近 な ど を 観 測 す る 際 に は エ レ ベ ー シ ョ ン 方 向 に オ フ セ ッ  
ト 角 が 生 じ て 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 長 さ が そ の 角 度 に 依 存 し て 変 わ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 実 施 の 形 態 ３ ．
　 赤 道 上 空 軌 道 の 半 径 が １ ６ ０ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル 以 下 で あ る 形 態 に つ い て 、 主 に 実 施 の 形  
態 １ お よ び 実 施 の 形 態 ２ と 異 な る 点 を 図 ８ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
＊ ＊ ＊ 構 成 の 説 明 ＊ ＊ ＊
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 構 成 と 同 じ で あ る 。
　 監 視 装 置 １ １ ０ の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 構 成 と 同 じ で あ る 。 但 し 、 監 視 装 置 １  
１ ０ の 構 成 が 実 施 の 形 態 １ に お け る 構 成 と 同 じ で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
＊ ＊ ＊ 動 作 の 説 明 ＊ ＊ ＊
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ お よ び 監 視 装 置 １ １ ０ の 動 作 は 、 実 施 の 形 態 １ ま た は 実 施 の 形 態 ２ に お  
け る 動 作 と 同 じ で あ る 。
　 但 し 、 赤 道 上 空 軌 道 の 半 径 は １ ６ ０ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
＊ ＊ ＊ 実 施 の 形 態 ３ の 特 徴 お よ び 効 果 ＊ ＊ ＊
　 図 ８ に 基 づ い て 、 実 施 の 形 態 ３ の 特 徴 お よ び 効 果 を 説 明 す る 。
　 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 開 口 部 １ １ ２ を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る こ と が 可 能 な 太 陽 光 の 入 射 角 θ  
は ２ ３ ． ５ 度 以 上 で あ る 。 こ こ で 、 ２ ３ ． ５ 度 を 「 θ ０ 」 と 記 す 。
　 地 球 １ ０ ２ の 半 径 ｒ は ６ ３ ７ １ キ ロ メ ー ト ル で あ る 。
　 軌 道 １ ０ ３ の 高 度 す な わ ち 軌 道 半 径 Ｒ が １ ６ ０ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル （ ＝ ６ ３ ７ １ ｋ ｍ × （  
１ ／ ｓ ｉ ｎ θ ０ ） ） で あ れ ば 、 入 射 角 θ が ２ ３ ． ５ 度 よ り 小 さ い 太 陽 光 は 、 緯 度 方 向 と 経  
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度 方 向 と の い ず れ に お い て も 、 地 球 １ ０ ２ に よ っ て 遮 蔽 さ れ る 。
　 そ の た め 、 夜 間 に お い て も 、 太 陽 光 が 開 口 部 １ １ ２ に 入 射 す る こ と な く 、 監 視 装 置 １ １  
０ は 監 視 を 行 え る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 実 施 の 形 態 ４ ．
　 赤 道 上 空 軌 道 が 楕 円 軌 道 で あ る 形 態 に つ い て 、 主 に 実 施 の 形 態 １ か ら 実 施 の 形 態 ３ と 異  
な る 点 を 図 ９ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
＊ ＊ ＊ 構 成 の 説 明 ＊ ＊ ＊
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 構 成 と 同 じ で あ る 。
　 監 視 装 置 １ １ ０ の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 構 成 と 同 じ で あ る 。 但 し 、 監 視 装 置 １  
１ ０ の 構 成 が 実 施 の 形 態 １ に お け る 構 成 と 同 じ で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
＊ ＊ ＊ 動 作 の 説 明 ＊ ＊ ＊
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 赤 道 上 空 軌 道 を 周 回 す る 。
　 赤 道 上 空 軌 道 は 、 楕 円 軌 道 で あ る 。
　 赤 道 上 空 軌 道 の 近 地 点 は 、 対 象 地 域 の 夏 至 と 対 象 地 域 の 冬 至 と の そ れ ぞ れ で 太 陽 か ら 見  
て 地 球 の 裏 側 に 位 置 す る 。 こ の 位 置 を 「 規 定 位 置 」 と 称 す る 。
　 赤 道 上 空 軌 道 の 軌 道 高 度 は 、 近 地 点 に お い て １ ６ ０ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 推 進 装 置 １ ２ １ は 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 速 度 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 赤 道 上 空 軌 道 の 近  
地 点 を 規 定 位 置 に 位 置 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 例 え ば 、 以 下 の よ う な 制 御 が 利 用 さ れ る 。
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 速 度 が 増 速 す る と 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 高 度 が 上 昇 す る 。 そ し て 、 監 視  
衛 星 １ ０ ０ の 高 度 が 上 昇 す る と 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 対 地 速 度 が 減 速 す る 。 そ の 結 果 、 監 視  
衛 星 １ ０ ０ の 位 置 が 対 象 地 域 に 対 し て 相 対 的 に 西 側 に 移 動 す る 。
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 飛 行 速 度 が 減 速 す る と 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 高 度 が 下 降 す る 。 そ し て 、  
監 視 衛 星 １ ０ ０ の 高 度 が 下 降 す る と 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 対 地 速 度 が 増 速 す る 。 そ の 結 果 、  
監 視 衛 星 １ ０ ０ の 位 置 が 対 象 地 域 に 対 し て 相 対 的 に 東 側 に 移 動 す る 。
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ が 赤 道 上 空 を 横 切 る 地 点 （ 分 点 ） に お い て 推 進 装 置 １ ２ １ が 軌 道 面 と 直  
交 す る 方 向 へ 推 力 を 発 生 さ せ れ ば 、 効 果 的 に 軌 道 傾 斜 角 を 微 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
＊ ＊ ＊ 実 施 の 形 態 ４ の 特 徴 お よ び 効 果 ＊ ＊ ＊
　 図 ９ に 基 づ い て 、 実 施 の 形 態 ４ の 特 徴 お よ び 効 果 を 説 明 す る 。
　 軌 道 １ ０ ３ は 楕 円 軌 道 で あ る 。
　 楕 円 軌 道 に お い て 、 通 常 、 楕 円 の 長 径 は 地 球 １ ０ ２ の 公 転 と 同 期 せ ず に 面 内 で 回 転 す る  
。 そ の た め 、 夏 至 と 冬 至 に お い て 、 楕 円 軌 道 の 軌 道 高 度 が 特 殊 な 場 合 に 限 り 、 近 地 点 が 地  
球 １ ０ ２ の 裏 側 に 位 置 す る こ と と な る 。 た だ し 、 こ の 条 件 を 満 足 す れ ば 、 夜 間 監 視 に お い  
て 、 地 球 １ ０ ２ ま た は 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 太 陽 光 を 遮 蔽 す る 。 こ れ に よ り 、 監 視 装 置 １ １  
０ は 、 太 陽 光 の 入 射 に よ る 悪 影 響 を 受 け ず に 夜 間 監 視 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 推 進 装 置 １ ２ １ に よ り 、 軌 道 面 内 に お け る 楕 円 軌 道 の 長 径 の 回 転 速 度 を 人 為 的 に 変 更 す  
る こ と が 可 能 で あ る 。
　 夏 至 と 冬 至 に 近 地 点 が 地 球 １ ０ ２ の 裏 側 に 来 る よ う に 推 進 装 置 １ ２ １ が 動 作 す れ ば 、 夜  
間 監 視 に お い て 、 地 球 １ ０ ２ ま た は 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 太 陽 光 を 遮 蔽 す る 。 こ れ に よ り 、  
監 視 装 置 １ １ ０ は 、 太 陽 光 の 入 射 に よ る 悪 影 響 を 受 け ず に 夜 間 監 視 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 実 施 の 形 態 ５ ．
　 赤 道 上 空 軌 道 が 静 止 軌 道 以 外 の 円 軌 道 で あ る 形 態 に つ い て 、 主 に 実 施 の 形 態 １ か ら 実 施  
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の 形 態 ４ と 異 な る 点 を 図 １ ０ お よ び か ら 図 １ １ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
＊ ＊ ＊ 構 成 の 説 明 ＊ ＊ ＊
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 構 成 と 同 じ で あ る 。
　 監 視 装 置 １ １ ０ の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 構 成 と 同 じ で あ る 。 但 し 、 監 視 装 置 １  
１ ０ の 構 成 が 実 施 の 形 態 １ に お け る 構 成 と 同 じ で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
＊ ＊ ＊ 動 作 の 説 明 ＊ ＊ ＊
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ お よ び 監 視 装 置 １ １ ０ の 動 作 は 、 実 施 の 形 態 １ ま た は 実 施 の 形 態 ２ に お  
け る 動 作 と 同 じ で あ る 。
　 但 し 、 赤 道 上 空 軌 道 は 、 静 止 軌 道 以 外 の 円 軌 道 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ の 指 向 変 更 機 構 は 、 以 下 の よ う に 動 作 す る 。
　 対 象 地 域 に お け る 標 準 時 の ２ ３ 時 か ら 太 陽 光 が 開 口 部 １ １ ２ に 入 射 す る 時 刻 ま で の 間 に  
、 指 向 変 更 機 構 は 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 指 向 方 向 を 地 心 方 向 か ら 東 側 に 動 か す 。
　 地 球 が 開 口 部 １ １ ２ を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る 時 刻 の 後 に 、 指 向 変 更 機 構 は 、 監 視 装 置 １ １  
０ の 指 向 方 向 を 西 側 に 動 か す 。
　 監 視 装 置 １ １ ０ の 指 向 方 向 が 開 口 部 １ １ ２ に 太 陽 光 が 入 射 し な い 角 度 ま で 移 動 し た 後 に  
、 指 向 変 更 機 構 は 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 指 向 方 向 を 地 心 方 向 に 戻 す 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
＊ ＊ ＊ 実 施 の 形 態 ５ の 特 徴 お よ び 効 果 ＊ ＊ ＊
　 図 １ ０ に 基 づ い て 、 実 施 の 形 態 ５ の 特 徴 お よ び 効 果 を 説 明 す る 。
　 軌 道 １ ０ ３ の 高 度 は 、 約 ２ ０ ０ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル で あ る 。 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 軌 道 １ ０  
３ を １ 日 に ２ 周 回 す る 。 １ 周 回 あ た り の 時 間 は １ ２ 時 間 で あ る 。 地 上 解 像 度 （ Ｇ Ｓ Ｄ ） は  
、 お お よ そ ２ ． ８ メ ー ト ル か ら １ ０ メ ー ト ル の 範 囲 内 で あ る 。 超 解 像 は 約 １ ． ７ メ ー ト ル  
以 上 で あ る 。
　 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 ９ 時 か ら １ ５ 時 ま で の 日 中 ６ 時 間 の 連 続 監 視 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 赤 道 上 空 の 高 度 約 ２ ０ ０ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル （ 軌 道 半 径 は 約 ２ ６ ７ ０  
０ キ ロ メ ー ト ル ） の 軌 道 １ ０ ３ を １ 日 に ２ 周 回 す る 。 そ の た め 、 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 対 象  
地 域 に 対 し て 相 対 的 に 東 向 き に 移 動 し て 地 表 の 監 視 対 象 を 追 い 抜 く こ と に な る 。
　 夜 間 に お い て 、 開 口 部 １ １ ２ へ の 太 陽 光 の 入 射 が 始 ま る 前 に 監 視 装 置 １ １ ０ の 指 向 方 向  
（ 視 野 方 向 ） を 東 側 に 移 動 す る こ と で 、 開 口 部 １ １ ２ へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 す る こ と が  
で き る 。 ま た 、 地 球 １ ０ ２ の 遮 蔽 が 始 ま っ て か ら 監 視 装 置 １ １ ０ の 指 向 方 向 を 西 側 に 移 動  
す る こ と で 、 開 口 部 １ １ ２ へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 す る こ と が で き る 。 な お 、 地 心 方 向 よ  
り も 東 側 に 位 置 す る 監 視 対 象 の 監 視 デ ー タ を 取 得 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ １ に 基 づ い て 、 実 施 の 形 態 ５ の 特 徴 お よ び 効 果 を 説 明 す る 。
　 軌 道 １ ０ ３ の 高 度 は 、 約 １ ４ ０ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル で あ る 。 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 軌 道 １ ０  
３ を １ 日 に ３ 周 回 す る 。 １ 周 回 あ た り の 時 間 は ８ 時 間 で あ る 。 地 上 解 像 度 （ Ｇ Ｓ Ｄ ） は 、  
お お よ そ １ ． ９ メ ー ト ル か ら ７ メ ー ト ル の 範 囲 内 で あ る 。 超 解 像 は 約 １ ． ２ メ ー ト ル 以 上  
で あ る 。
　 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 １ ０ 時 か ら １ ４ 時 ま で の 日 中 ４ 時 間 の 連 続 監 視 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ は 、 赤 道 上 空 の 高 度 約 １ ４ ０ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル （ 軌 道 半 径 は 約 ２ ０ ７ ０  
０ キ ロ メ ー ト ル ） の 軌 道 １ ０ ３ を １ 日 に ３ 周 回 す る 。 こ の 場 合 に も 、 図 １ ０ に 基 づ い て 説  
明 し た 効 果 と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ が 赤 道 上 空 の 高 度 約 ９ ３ ０ ０ キ ロ メ ー ト ル （ 軌 道 半 径 は 約 １ ６ ０ ０ ０ キ  
ロ メ ー ト ル ） ま で 降 下 し 、 展 開 時 の 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 長 さ Ｌ が 開 口 部 １ １ ２ の 開 口 径 Ｄ  
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の ２ ． ３ 倍 以 上 で あ れ ば 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 指 向 方 向 を 東 西 に ず ら さ な く て も 継 続 的 な 夜  
間 監 視 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
＊ ＊ ＊ 実 施 の 形 態 の ま と め ＊ ＊ ＊
　 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 赤 外 検 知 方 式 で 温 度 測 定 が で き る 。
　 監 視 衛 星 １ ０ ０ が 軌 道 １ ０ ３ か ら 監 視 装 置 １ １ ０ に よ っ て 夜 間 監 視 を 行 う 場 合 、 開 口 カ  
バ ー １ １ ３ が 無 い と 、 太 陽 光 が 入 射 し て 開 口 部 １ １ ２ の 温 度 が 上 昇 し て し ま う 。
　 さ ら に 、 地 球 の 自 転 軸 が 傾 斜 し て い る た め 、 赤 道 上 空 軌 道 を 飛 翔 す る 監 視 衛 星 １ ０ ０ の  
監 視 装 置 １ １ ０ に 対 す る 太 陽 光 の 入 射 角 度 は 、 春 分 と 秋 分 を 基 準 と し て 、 夏 至 と 冬 至 に ２  
３ ． ５ 度 変 化 す る 。
　 そ こ で 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ は 、 打 ち 上 げ 時 に 開 口 部 １ １ ２ の 保 護 カ バ ー と し て 機 能 す る  
と 共 に 、 監 視 時 に 開 口 部 １ １ ２ を 太 陽 光 か ら 遮 蔽 す る 遮 蔽 板 と し て 機 能 す る 。 こ れ に よ り  
、 開 口 部 １ １ ２ の 温 度 が 一 定 に 保 た れ 、 監 視 精 度 の 劣 化 が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 展 開 状 態 に お い て 、 光 軸 方 向 に お け る 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 長 さ が 開 口 部 １ １ ２ の 開 口 径  
の ２ ． ３ 倍 （ ＝ １ ／ ｔ ａ ｎ （ ２ ３ ． ５ ｄ ｅ ｇ ） ） 以 上 で あ れ ば 、 夏 至 と 冬 至 に 開 口 部 １ １  
２ へ の 太 陽 光 の 入 射 を 回 避 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 監 視 装 置 １ １ ０ が 地 心 方 向 を 指 向  
し た 状 態 に お い て 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 遮 蔽 効 果 に よ っ て 開 口 部 １ １ ２ へ の 太 陽 光 の 入 射  
を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 監 視 装 置 １ １ ０ が 開 口 カ バ ー １ １ ３ と は 異 な る 遮 蔽 構 造 物 を 備 え 、 遮 蔽 構 造 物 が 開 口 部  
１ １ ２ か ら 延 長 さ れ た 円 筒 状 の 構 造 を 有 す る 場 合 、 遮 蔽 構 造 物 の 内 部 に 太 陽 光 が 入 射 す る  
の で 、 太 陽 光 反 射 お よ び 温 度 上 昇 が 生 じ て し ま う 。
　 し か し 、 監 視 装 置 １ １ ０ は 、 板 状 の 構 造 ま た は 膜 状 の 構 造 を 有 す る 開 口 カ バ ー １ １ ３ を  
備 え る 。 そ の た め 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 遮 蔽 効 果 に よ り 、 開 口 部 １ １ ２ へ の 太 陽 光 の 入 射  
が 遮 断 さ れ る 。 ま た 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ が 太 陽 光 に よ っ て 熱 せ ら れ て も 、 開 口 カ バ ー １ １  
３ の 熱 は 放 射 冷 却 に よ っ て 深 宇 宙 へ 排 熱 さ れ る 。 そ の た め 、 監 視 装 置 １ １ ０ の 本 体 １ １ １  
に 対 す る 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 悪 影 響 は な い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 地 球 の 自 転 と 同 期 す る 静 止 軌 道 で は 、 経 度 方 向 の ３ ６ ０ 度 が ２ ４ 時 間 に 相 当 す る 。 そ の  
た め 、 １ ５ 度 が １ 時 間 に 相 当 す る 。
　 光 軸 に 対 す る 入 射 角 が φ 以 上 で あ る 太 陽 光 を 遮 蔽 す れ ば 、 真 夜 中 ０ 時 前 後 の Ｔ 時 間 （ Ｔ  
＝ φ ／ １ ５ ） を 除 い て 、 開 口 部 １ １ ２ へ の 太 陽 光 の 侵 入 を 回 避 で き る 。
　 真 夜 中 ０ 時 ご ろ に は 、 地 球 に よ っ て 太 陽 光 が 遮 蔽 さ れ る 。
　 こ の た め 、 地 球 の 半 径 ｒ に 対 す る 軌 道 半 径 Ｒ （ ＝ ｒ ／ φ ） と 、 時 間 Ｔ （ ＝ φ ／ １ ５ ） と  
、 を 境 界 条 件 に し て 、 夜 間 の 連 続 監 視 を 実 現 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 軌 道 半 径 Ｒ と 時  
間 Ｔ の 関 係 次 第 で 、 開 口 カ バ ー １ １ ３ の 遮 蔽 効 果 と 地 球 の 遮 蔽 効 果 を 両 用 し て 夜 間 の 連 続  
監 視 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
＊ ＊ ＊ 実 施 の 形 態 の 補 足 ＊ ＊ ＊
　 各 実 施 の 形 態 は 、 好 ま し い 形 態 の 例 示 で あ り 、 本 開 示 の 技 術 的 範 囲 を 制 限 す る こ と を 意  
図 す る も の で は な い 。 各 実 施 の 形 態 は 、 部 分 的 に 実 施 し て も よ い し 、 他 の 形 態 と 組 み 合 わ  
せ て 実 施 し て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 １ ０ ０   監 視 衛 星 、 １ ０ １   太 陽 、 １ ０ ２   地 球 、 １ ０ ３   軌 道 、 １ ０ ４   軌 道 面 、 １ １ ０   
監 視 装 置 、 １ １ １   本 体 、 １ １ ２   開 口 部 、 １ １ ３   開 口 カ バ ー 、 １ １ ４   回 動 装 置 、 １ ２  
１   推 進 装 置 、 １ ２ ２   姿 勢 制 御 装 置 、 １ ２ ３   通 信 装 置 、 １ ２ ４   衛 星 制 御 装 置 、 １ ２ ５   
電 源 装 置 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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